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我々はアメリカにおける人口移動を長期的に眺める時，次のような流れの存在を指摘する

ことができる。

第一は西への人口の流れであり，アメリカの歴史を通じて東部沿岸から奥（西）へのフ・

ソティアの拡大という事実に端的に表われているが，フロソティア消滅後もこのような移動

の流れは一貫して続いている。第一回の人ロセソサス以降，人口重心は一貫して真西へと移

動しつづけており，また西部地区においては人口移動は常に純流入の状態を保ち，かつアメ

リカ合衆国で人口増加率の最も高い地域となっている。

第二には海外からの人口移動をあげることができる．これも世界の経済的・政治的情勢，

アメリカ国内の景気循環および移民政策により複雑な波動を描きつつも，一貫して移民の流

入は続いて来た。特記すぺきは19世紀後半から20世紀はじめにかけての大量のヨーロッパ移

民の流入であり，これはアメリカ北部における工業化・都市化に重要な貢献をはたしたと考

えることができる。

第三には，20世紀の初頭から大規模な現象としてあらわれてくる南部からの黒人の移動で

ある。この流れも第二のものと同様に工業化・都市化との関連において，すなわち南部の儂

村から北部の大都市への移動という構図の中で見る必要がある。

第四には都市化の趨勢をあげることができる。この動向は都市への人ロ集中および都市圏

内部での人ロの移動といった二つの位相を含みながら，上記の三つの流れと交差していった

と考えることができる。．

以上あげた流れは19世紀の後半から20世紀のなかばまで一世紀近く続いてきた動きである

が，これにさらに70年代に入ってからの新しい動向をこれに付け加える必要がある。それは

今までの移動パターソを根底からくつがえす構図を持っており，二重の意味での人口移動の

流れの逆転を意味している。第一に，大都市圏からの人口流出，第二に北から南へと人口移

動の方向の逆転，いずれも今までの常識とは根本的に背反する新しい動きである。

本稿においては70年代の新しい動きが始まる以前の時期における人口移動のパターンと，

都市化との関連について議論を進めてみたいと思う。主題として取り上げるのはヨーロッパ

からの「新移民」と黒人，この二つの人口集団である。この二つの集団が長期的視点から見

てどのような移動パターンをとっていったのか，また移動の過程の中で各々の集団の都市化

はどのように進行していうたのか，そして合衆国の都市化において各々の集団はどのような

辱機能を果たしていったのか，このような問題について考察を進めたい。最初に移民集団から

取り上げよう。
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1．移民の趨勢と移民政策

1）自由渡航の時代

アメリカは元来，移民によって作り上げられた国であり，伝統的に移民に対しては（実質

的にはヨーロッパ移民に限定されるが），無制限な受け容れを認めていた。そして19世紀か

ら20世紀のはじめ頃にかけて，ヨーロッパにおける飢罎・不況・動乱等の変動によって生じ

た過剰人口の吸収先として，アメリカ合衆国は重要な役割を果たすことになった。例えば，

1846年から1924年までの問，世界において生じた国際人口移動のうち96％はヨーロッパから

の移動であったと推計されている。そのうち，90％まではアメリカ大陸への移住であり・さ

らに，その2／3に当る60％は合衆国への移住iであった（Rosenblu皿；1973，　PP・45－46）。こ

のように移民の波は，送り出し鳳であるヨーロッパの経済的・政治的変動と，受け容れ国で

あるアメリカ合衆国における景気変動によって左右されながら，南北戦争前後の産業化の始

動の過程において，さらに拡大されていったのである。

ところで19世紀後半においては，単に量的な拡大だけでなく，重要な質的転換が生じてい

る。纂一riこは，移民の主要な受け容れ部門が農業から工業へと変っていったことである。広

　　　　　　　　　　　　　　一｢大地をか玉えるアメリカ合衆国において，工業化の進展の中で慢性的な労働力不足状態が

続き，その供給源となったのがヨーロッパの過剰人口であった。第二に，送り出す側につい

ても，従来主流であったアソグローサクソソ系の移民に変って，東欧・南欧の国々が主要な

供給国として登場してきたことをあげる必要がある。合衆国への移罠を国別に見るならば，

いくつかのステップを経て供給源の移動が生まれていることがわかる。まず1850年前後に，

アイルラソド移民の波のピークがおとずれる。次に，1850年代前半，1870年前後，1880年代

前半と，三回のピークを描きつつドイツからの移民がおしよせている。そして，1890年頃か

らはイタリア，ポーラソド，オーストリア，ロシア等の国々からの移民が急1増しだし，20世

紀初頭には，それらの「新移民」が圧倒的多数を占めることになる。ヨーロヅパにおいて産

業化の動きが，中心から周辺へと拡大してゆくにつれて，移民の供給源も地理的に移動して

いったのである。「19世紀末から20世紀初頭にかけて大西洋沿岸：諸国の間に生じた移民の大

きなr波』は，第一義的には国際的規模で行なわれた（そして大陵間で行われた）農村から

都市への人口移動であり，移民の多くはヨーロッパの社会構造に生じた変動によりその経済

的地位を脅かされた農民たちであった。」（Rosenblum；1973，　P．49）

ここで移民の推移を簡単におさえてみよう（表1）。これは移民局の毎年の統計を五年単位

でまとめたものであるが，長期的に見る場合はいくつかの注意が必要である。第一には国境

の変更，国の消失等による分類の非一貫性という問題があげられる。第二には国境を接する

ヵナダ・メキシコからの移民については1904年まではその集計はきわめて不十分である1）。

さらに，ここであげている数は毎年の入国者数であり、移民の純流入数でないことに留意す

る必要がある。以上のような問題点はあるが，しかし長期的な移民の動向を見ることは可能

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，ﾅある。さてここで，ヨーロッパからの移民にカナダからの移民を加え，これをヨーロツハ

系移民と見なす時，ヨーロッパ系移民は第二次大戦までの時期において，ほygO％を越えて

おり，移民の波とは実はヨーロッパからの移民であったことを確認することができる。さら

に，ヨーロッパからの移民を西欧・北欧からの旧移民と，東欧・南欧からの新移民とに分け
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表1　アメリカ合衆国への移民，1820－1979

移　　民　　数（千人） 構　　成　　比　　（％）

年　　度 総　　言十
　　ヨ　ー　　ロ　　ツ　ノく

v蒐欧1旙欧欧アジア 亨撒馳誘アジア
1820－25 48．9 35．6　　　33．7　　　　1．8　　　　0．0 72．8　　　69．0　　　　3．8　　　75．3　　　　0．O

1826－30 102．9 70．9　　　69．4　　　　L6　　　　0．O 68．9　　　67．4　　　　1．5　　　70．1　　　　0雪O

1831－35 252．5 175．8　　　171．7　　　　4．0　　　　0畳0 69．6　　　68．1　　　　1．6　　　71．3　　　　0．0

1836一恩O 346．6 3ig．8　　　317．9　　　　2．O　　　　O．O 92．3　　　91．7　　　　0．6　　　95．O　　　　O．　O

1841－45 430．3 409．2　　　407．0　　　　　2．2　　　　　0．O 95．1　　　94．6　　　　0．5　　　97．7　　　　0．0

1846－50 1282．9 1188．3　　1185．1　　　　　3．2　　　　　0．O 92．6　　　92．4　　　0．3　　　95．0　　　0．O

1851－55 1748．4 工686．8　　1677．5　　　　　9．4　　　　16．7 96．5　　95．9　　　0．5　　　98．4　　　1．⑪

1856－60 849．8 765．8　　　753．9　　　12．0　　　24．8 90．1　　88．7　　　1．4　　　93．1　　　2，9

1861－65 801．7 727．9　　　718血3　　　　9．7　　　　24雪3 90．8　　　89．6　　　1．2　　　95、0　　　3．O

1866－70 1513．1 1337．4　　1313．4　　　　24rO　　　　40．3 88．4　　　86、8　　　1．6　　96．3　　　2．7

187ユー75 1726．8 1460．6　　1366．7　　　93，9　　　65．7 84．6　　　79．工　　　　5．4　　　95．1　　　　3．8

1876－80 1085．4 705．5　　　597．5　　　108．0　　　　58．1 65聾0　　　5560　　　10．0　　　83．5　　　　5，4

188i－85 2975．7 2506．1　　2153．8　　　352．2　　　　60．4 84．2　　　72．4　　　11．8　　97．4　　　2．O

1886－90 2270．9 2231．0　　1624．8　　　｛506．2　　　　　7．9 98．2　　　71．5　　26．7　　98．3　　　0．3

1891－95 2123．9 2073．7　　1143．1　　930．6　　　19．3 97．6　　　53．8　　　43．8　　　97．7　　　　0．9

1896－00 1563．7 1485．3　　500．4　　　984．9　　　52．2 95．0　　　32．0　　　63．0　　　95．1　　　　3．3

1901－05 3833．1 3645．0　　　682．8　　2962．2　　　115．9 95．1　　　17．8　　　77．3　　　95．3　　　　3．O

1906－10 4962．3 4491．0　　　971．5　　35王9．5　　　127．6 90．5　　　19．6　　　70．9　　　94．0　　　　2．6

1911－15 4459．8 3795．8　　　789．9　　3005．9　　　ユ23．？ 85．1　　　17．7　　　67．4　　　93．1　　　2．8

1916－20 1276．0 580．8　　207．5　　373．2　　　68．8 45．5　　　16．3　　　29．3　　　75．9　　　　5．4

1921－25 2638．9 1689．4　　　703．0　　　986．4　　　78．6 64．0　　　26。6　　　37．4　　　84．5　　　3．0

1926－30 1468．3 788．5　　　571．9　　　216．5　　　18．8 53．7　　　39．0　　　14．7　　　79．9　　　　1．3

1931－－35 220．2 134．9　　　64．5　　　70．4　　　　7．1 61．2　　　29．3　　　32．0　　　84．9　　　3．2

1936－40 308．2 213．4　　　134．1　　　79．3　　　　8．8 69．2　　　43．5　　　25．7　　　87．6　　　　2．8

1941－－45 171．O 53．1　　　4L2　　　　11．8　　　　3。3 31．0　　　24．1　　　6．9　　　7d．3　　　L9

1946－50 864．1 568．6　　　448．6　　　120．1　　　　32．9 65．8　　　51．9　　　工3．9　　　79．5　　　3．8

1951－55 1087．6 628．2　　　387．1　　　241．1　　　　45．6 57．8　　　35．6　　　22．2　　　72．7　　　　4．2

1956－60 1427．8 700．1　　　450．9　　　249．2　　　104．1 49．0　　　3L6　　　17．4　　　64．1　　　　7．3

1961－65 1450．3 531．3　　345．0　　　工86．2　　　104．3 36，6　　23．8　　　12．8　　　53．4　　　7．2

1966－70 1871㌔4 598．4　　　240．4　　　358．0　　317．2 32．0　　　12r8　　　工9．1　　　41．1　　　16．9

1971－－75 2039．9 440．8　　　133．9　　　306。9　　　628．O 2L6　　　　6．6　　　15．0　　　25．7　　　30．8

1976－79 287．4　　　126．2　　　16L2　　　724．1 14．9　　　6脅6　　　8．4　　　18．8　　37．7

U．S．　Bureau　of　the　Census；1975，1981による。

て数字の推移を追って見よう2）。図1に鮮かに示されるように，19世紀末の時点で，二つの

集団は全く正反対の傾斜を示しながら交差していることに，移民の動向が大きく転換してい

ることを見ることができる。このようにして，アメリカ合衆国への移民の供給源がほとんど

ヨーロ’bパであることは変らないものエ，世紀の転換点において，移民の質がそれまでのア

ングローサクソソ系の「正統」的なものから離れる傾向が顕著になってきた。
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図1　ヨー冒ッパからの移民

2）移民制限の時代

移民の大量流入およびその文化1的背景の変化は，当然のことながらアメリカ国内に大きな

摩擦を引きおこすことになった。まず第一に，保守的な立場から，プロテスタソティズム的

価纏観を守るために移民制限の主張が生まれる。さらに，労働団体からは，労働条件の低下

を防ぐために同様の主張が出されてくる。かくして，19世紀末からは様々な移民制限立法が

行われはじめ，大戦間のアメリカは完全な移民制限の時代に入るのである。　（簡単な経緯に

関してはAuerbach；1955，　Chap。1を参照。）

本来の意味での移民制限が合衆国議会において初めて立法化されたのは1875年であり，こ

の年，犯男者・売春婦の入国拒否が決定される。これを皮切りにして何回かの法改正により

規制条件は拡大してゆくのであるが（粕神病者等の入國拒否，契約労働の制限，入国人頭税

の設定），大量の移民をくい止める上では大きな実効を持ち得・なかった（Wittke；1949，

Wooftεr；1933等を参照）。移民制限を効果あるものとしたのは，1921年の「割当法（Quata

Law）」であり、新しい原則による移民規制策によって移民は新時代を迎えるのである。そ

れまでの規制策が移民の総量には手を触れず，排除する要件のみを設定していたのに対して，

この法は移民の総量の上限を移出国別に設定した。各国の割当数は，一年について，1910年

の人ロセソサスにおける各国別出身住民の3％以内に決定されたのである。さらに1924年の

改正により，劇当の規準は1890年人口七ソサスの各数値の2％以内へと改変された3）。　この

ような改正により最も大きな影響をこうむったのは，当然のことながら東欧・南欧からの移

民である。割当法体制下において，移民の数は急激に減少してゆくと共に，旧移民が再び新

移民を数の上で追い越すようになる（表1参照）。これに加えて移民制限をさらに実効ある

ものとしたのは30年代の長期にわたる不況であり，合衆国への大移動はここに終りを告げた

のである。

我々は今まで「新移民」に関連しながら移民制限について述べてきたが，しかし「移民間

題」は現実にはもう一つの核を持うていたと付け加える必要がある。「割当法」の焦点とな

っていたのは束部・北部に流入してきた新移民であったが，これに対して西部においては束

1
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洋人が問題の焦点となっていた。ここで再び移民統計に戻るならば，それまでは皆無に近か

ったアジアからの移民は，50年頃から現われ出し，51年からの5年間の間におよそ1万7千

人がアメリカに流入している。このほとんどは中国人であるが，この時期に新しい移民パタ

一ソが生まれたのには，西部の囲発が大きく影響している。まず最初にゴールド・ラッシ昌

が西部に人を集め，次に西部における鉄道建設が多量の労働力需要を生み出した。国内交通

路の未発達は，海路からの人員補給ルートを成立させることとなった。しかも，中国からの

ルートの方が労働力をはるかに安価に供給できたのである

このようにして最初は中国人が，その次には日本人が海を越えて渡ってきたが，未熟練労

働を主体とする東洋人労働力の存在は不況期に入るたびに白人労働者の攻撃の的となり，東

洋人排斥運動をうみだすこととなる。かくして1882年には中国人移民禁止法が成立し，日本

に対しては紳士協定という形態により移民制限が実行された（1907年）。東洋人に対する移

民規制はさらに東アジアを移民禁止ゾーソに設定することにより強化され（1917年），1924

年の移民法改正により道は完全に閉ざされてゆく（McKenzie；1928）。4）

このように移民問題は二重の焦点を持っていたのであり，東欧・南欧からの移民に対して

は割当法により，東洋からの移民に対しては排除法により，二重の方法で「移民問題」の解

決が計られたのである。

3）第二次大戦後

第二次大戦の終息とともに，それまでの移民制限は幾分緩和のきざしを見せはじめる。移

民制限の一つの焦点である東洋人の排除に対して，1943年には中国人排除法が撤廃され，わ

ずかながら中国人の割当てが認められたのをはじめとして，・1946年にはさらに他のアジアの

国々にも割当てが設定されてゆく。すなわち形式の上で移民制限の二重性が一元化され渕当

制へと統合されていったわけである。

さらに第二次大戦の戦禍とその後の冷戦体制は，移民政策に新たな機能をもたらすことと

なった。まず1948年には難民救済法が，1953年には亡命者救済法が成立し，割当ての枠外で

難民の受け容れが行われるようになる。すなわち，「今世紀においてはじめて，制限的・排

除的立法はゆるめられ，この国への亡命者受け容れは容易になったのである。」（Reimer；

1981，P2）1950年代の移民政策の特徴を一言で言うならば，形式的には割当制が維持され

ながら，割当外移民のルートが開かれてゆき拡大してゆく過程であったと述べることができ

る。これ以後，動乱は枠外移民を生み出し，また枠外での移民は様々な特例を生み出し，割

当制の廃止へと向う1965年頃には全移民のうちの2〆3は割当外の移民の占めるところとなっ

ていた。

このように割当制は戦後も維持されてはいたのであるが，しかし十数年の間に大きく変質

していたのである。このような現実の変化の後を追うように．1965年の立法によって割当制

から優先制（preference　system）への切り変えが実行された。この叛政策においては，国別

の割当は一切廃止され，東洋からの移民17万入，西洋からの移民に12万人という大枠だけを

残し，移罠の選定に当ってはいくつかの条件を設け，その条件に合致する者に対して優先的

に許可を与えることとなった5）。

ここで1965年前後において現われてくる重要な変化を一言で述べるならば，ヨーロッパか

らの移民のシェアの低下である。それまでほ茸コソスタントに90％以上を占めていたヨーロ

ッパ系移民（カナダを含む）の比率は，戦争前後の時期から中南米移民の増加によって低下
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図2　ヨーロッパ系移民とアジア系移民

してゆくが，60年以降の低下は劇的ですらあり，70年代宋には20％を割ってしまう。これに

対して50年代後半から東洋系移民が増えはじめるが，優先制の下でその増加は急激であり，

70年代前半にはヨーロッパ系移民を追い抜いてしまう（図2参照）。このような構成の変化は，

一っにはベトナム戦争後の難民受け容れを反映するものであるが，しかしより一般的には国

際人口移動の構造的変化を意味するものであろう6）。

2．合衆国における移民人口の構成と移民の都市化

以上で見てきたように，アメリカ合衆国への移民の流れは三つのサイクルを描いて来た。

第一には，旧くからのアソグローサクソソ系の移民。さらにそれが拡大された形態では，西

欧・北欧からの移民（いわゆる旧移晃）。第二のサイクルは，19世紀宋から20世紀初頭にか

けての新移民である。そして，大戦問の移民停止期をはさんで，第二次大戦後には非ヨーロ

ッバ系移民が第三のサイクルとしてあらわれてくる。

ここでは焦点を第二のサイクルに据えることにしたい。すなわち，人口移動が70年の新し

い局面に入る以前の，古典的なイメージで語りうる都市化の時期における移民のサイクルで

ある。．資料的には187G年から1950年頃までを射程に入れる。

先の節でかかげた移民数は毎年の入国者数であり，純流入数ではない。世紀転換期の新移

民が持つ特徴の一つは定着率が低く，出稼ぎ的性格を持つものが多かったから7）．前の数字

をそのま工純流入数に投影させることはできない。ここで人口構成において移民人口がどの

ような位置を占あてきたのかを見ながら，移民が米国社会に与えたインパクトを跡づけてみ

たい。

まず最初に移民人口数の変遷を見よう。人ロセソサスにおいては，白人人ロについて次の
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衷2　移民系白人人口の推移　　　　　　　　　（単位千人）

ω ② （2－A）
（2－B）円親もしくは

白人人ロに占める割合　（％）

全白人人口
移墨系白人人口 外国生れ

秩@　人

片現が外国生
黷ﾌ倉衆国生
齡註l

（・）／（・｝1（・－A）／ω1（・－B）／ω

1870 33，589 10，818 5，494 5，324 32．2 工6．4 15．9

1880 43，403 14，835 6，560 8，275 34．2 15．1 19．1

1890 55，101 20，626 9，122 11，504 37．4 16．6 20．9

1900 66，809 25β60 10，214 15，646 38．7 15．3 23．4

’1910 81，732 32，243 13β46 18，898 39．5 16．3 23．1

1920 94β21 36，399 13，713 22，686 38．4 14．5 23．9

1930 110，287 39，886 13，983 25，902 36．2 12．7 23．5

1940 U8，702
』幽

R4，577 11，419 23，158 29．1 9．6 19．5　¶

1950 134，478 33，674 10，095 23，578 25．O 7．5 17．5

1960 158β38 33，078 9，294 23，784 20．8 5．9 15』

1970 179，119 31，888 8，734 23，154 17．9 4．9 13．O

1950年まではアラスカ，ハワイを含まず。

（出典）1950年まではHutchinson；195a　1960，1970年は各年度人ロセソサスより。

表3　ヨーロッパ生れの白人人口

人　　　　　ロ　（千人） 構　　　成　　　比（％）

員弱ズ生1西欧・北欧1鰍・鰍 西欧・北欧1鰍・鰍

1850 2，032 2，021 11 99．5 O．5

1860 3，806 3，748 56 98．5 L5
1870 4，937 4，815 120 97．5 2．4

1880 5，744 5，461 279 95．1 4．9

1890 8，021 7，166 842 89．3 10．5

1900 “8，872 6，866 2，003 77．4 22．6

1910 11，788 6，548 5，227 55．6 44．4

1920 11，878 5，515 6，352 46．4 53．5

1930 11，743 5β36 6，383 45．4 54．4

1940 9，701 4，063 5，617 41．9 57．9

1950 8，268 3β11 4，941 40．0 59．8

Carpenter；1927およびU．　S．　Bureau　of　the　Census；1975より作成。

ニグループの集計が従来から，移民系人口に関する数字として利用されてきた。第一は「外

国生れの白人（foreign－born　white）」であり1850年より，第二は「両親もし¶くは片親が外国

生れの，合衆国生れの白人（native　whitq　f。relgn・bbm　or　mixed　parentage）」であり

1870年より，それぞれ限られた項目に関してではあるが集計されている。ここでは1870年以
降の移民系白人（ここでは両グループを包括してこう呼ぶことにする）の人口の推移を見る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

と（表2）ボ実数では1930年にピークが，全白人人ロに占める構成比の上では1910年にピー

をが訪れているのがわかる。すなわち、移民系人口は移民制隈後の1930年ま誕増加しつづけ

たが，しかし非移民系白人の増加速度以上の速さで増加していったのは1910年までである。
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第一世代（外国生れ）の増加は1910年でほぼ頭打ちとなり，1930年以降は死亡・帰国による

減少が移民の流入を上回り，実数は減少の一一途をたどってゆく。第二世代（合衆国生れ）は

20年ほどずれて，1930年まで急速に増大しつづけるが，実数の増加はそこで停止する8）。

それでは，移民の内部において新移民と旧移民の構成はどうなっているのか。表3により

ピークに到る過程での構成の変化は明らかであろう。1890年まではヨーロッパ移民の90％は

旧移民が占めていた。しかし旧移民はこの年を境にして減少し出す。これに対して新移民は

この前後から急激に増加し，ピークの1920年前後にはヨーロッ・ミ生れの白人のうち半分以上

を占めるほどになっている。これに対して第二世代の比較は時系列的には困難であるが，

1920年の時点では西欧・北欧系が1288万人，東欧・南欧系が612万と旧移民系が優位にある。

また1910年から1920年までの10年間に，旧移民系の自然増加は151万人，これに対して新移

民系は34万人と差は大きくなる（Carpenter；192Z　Cha戸V）。旧移幾では第二世代が第一

批代の二倍半ほどの構成であるのに対し，新移民においてはほ虻同数であり，すでに流入か

ら定着へと移っていた前者と，流入から定着への転換点にあった後者とのちがいがはっきり

とあらわれている。

それでは、アメリカへと流れ込んだ移民はどのように分布していったのか。ここで地域　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

（四地域）への分布と，都市・農村への分布という二つの側面から見よう。まず地域別分布

にっいて見るなら｝浜1870年から1950年までの期間について，移民（第一世代に限定）の多

くは北部に集中していることがわかる。1870年には88％が北部に集中し，このような集中状

態は1900年までほとんど変らなhが，それ以後は中北部の割合が幾分漸減し，それに代って

西部のシェアが少しづ工拡大している。それゆえ，我々はここで合衆国への移民とは北部へ

の移畏であったこと、さらに，そのあとでおそらくは北部に滞溜した移民群の中から西部へ

の移動が一つの支流としてでき上がうたであろうと考えることができる。

次に移民人口の都市化について眼を転じて見よう。我々が扱っている期間については都市

人口（urban　population，　a　500人以上の規模をもつコミュニティに住む人口）によるしか

都市化の進展は計れないのでそれを利用することにしよう9㌔地域ごとの都市人口率には

かなり大きな差があるが，まず一目で気がつく特微はいずれの地域においても外国生れのグ

表4　舎衆国における外国生れ白人人口の地域別分布状態　1870－1950

突　　　　　数（千入） 各地域への分布　（％）

合劉北刺中北副南部1西笥‘ 北剃中北部1南部1西部
1870 5，494 2，518 2β31 395 25⑪ 45．8 42．4 7．2 4．5

1880 6，559 2，808 2，912 442 397 42．8 44．4 6．7 6．1

1890 9，122 3，875 4，054 521 673 42．5 ・44．4 5．7 7．4

工900 10，214 4，739 4，152 562 761 46．4 40．6 5．5 7．4

1910 13β45 6，640 4，6BO 726 1，298 49．8 35．1 5．4 9．7

1920 13，713 6墨783 4，595 847 ユ，487 49．5 33．5 6．2 10．8

ユ930 13，9B3 7，109 4β47 801 1，727 50．8 31．1 5．7 12．4

1940 三1，419 6，021 3β49 626 1，424 52．7　　29．3 5．5 工2．5

1950 10461 5，194 2，712 758 ．1，498 51．1　　26．7 7．5 14．7

各年度人μセソサスより

←
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表5　都　市　人　口　の　比　率（白人）

1．合衆国生れの白人（％）　　　　　　　　　　　a　外国生れの白人（％）

1合紳ヒ畑1中劃醐11西部 」合姻北剃中北礁部1西部

1870 22．4 37。7　16．8 10．8 21．0 1870 53．6 68．7 37．0 60．0 45．7

1880 25．8 44．6　20．9 1L4 25．0　　　　　　1880 55．5 75．2 37．6 53．7 49．8

1890 32．8 53．7　29．5 15．3 35．6　　　　　1890 60．5 77．5 47．1 56．4 46．2

1900 37．8 612　35．5 17．3 39．4　　　　　1900 65．5 81．8 51．9 52．7 48．2

1910 43．5 67．1　4L7 22．1 47．9　　　　　1910 71．2 84．2 60．3 53．2 54．O

1920 49．5 71．9　48．9 28．1 51．8　　　　　1920 75．3 86．3 67．9 57．9 58．1

1930 54．5 74．3　54．7 34．1 58．2　　　　　1930 79．2 87．7 74．O 63．1 64．8

ユ940 55．1 73．8 55．7 36．2 57．8　　　　　　1940 80．0 87．1 74．9 68．3 67．1

1950 57．4 72．1 57．9 43．3 58．1 1950 79．5 85．6 76．9 67．7 68．9

各年度人ロセソサスより

ルーブの都市人口率の方潮合衆国生れのグループよりも一貫して高くなっていることであ

る。1870年には合衆国生れの白人の都市人口率は最も高い北東部で38％最低の南部で11％

合衆国全体では22％にすぎなかったが，外国生れの白人の場合はいずれの地域でも2倍以上

（南部では56倍）の都市人口率を示している。これ以降合衆国の都市化は急速に進へ合

衆国生れの白人の都市人口率も上昇して中くカ㍉しかし外国生れの白人の都市人ロ率の方が

絶えずそれを上回り，都市化がはるかに進んだグループであることには変らない。

このような移民の都市集中傾向は，都市の人口構成を規模別に比較してみた時さらにはっ

きりとする。表6は移民の流入がピークであった時に最も近い1920年の時庶’¢人口の構成

を移民系非移民系に分けてみたものである。農村においては白人が86％を示め，そのうち

の66％が非移民系住民と圧倒的にi多く，移民系白人は残りの20％にすぎず，特にその中で外

国生れのものはa5％でしかない。しかし，集落の規模が大きくなるにつれて，非移民系住

民の割合に一貫して減少し，逆に移民系住民は（第一世代も第二世代も）一貫して増加して

ゆく。最大規模の50万人以上の都市においては，人口構成はまったく逆転し，66％が移畏系

住昆の占めることとなり，非移民系住民は29％にすぎなくなる。

以上の事実より，非移民系住民に比べて移民系住民ははるかに都市化の進んだグル「プで

あったと結論することができる。すなわち，移民系住民は都市化の進んだ北部に集中し，都

市人口率は非移民系住民よりもはるかに高くなっており，そして大規模な都市になるほど移

表6　移民系，非移民系白人人口の集落規模別構成比（1920）　　　　　（％）

都　　　　　　　　　　　　　市
農　　村 一

島5°P蘭。。12嵩㌫。。｛1°°6111蕊。15・q。。。一

白　　人　　合　　計 86．O 92．9 92．8『 91．1 95．3

（1＞非移民系白人 65．9 58．1 49．3 45．7 29．3

②移民系白人 20．1 34．8 43．4 45．4 66．O

a．外国生れの白人 6．5 12．5 16．9 17．2
　，
Q8．4

b．両観もしくは♪襯が外国
@生れの合衆国生れの自人

13．6 22．3 26．5 28．2 37・6．

Carpenter；192乳p】λ22－23より　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、、
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民系住民の構成比は非移民系住民よりもはるかに高くなる傾向を見せた。このような特徴は，

集中化という形で進行した都市化の様態に対応するものであり，我々はこの時期における都

市化の第一の荷い手として移民系人口をとらえる必要があろう。

3．黒人の人口移動と都市化

20世紀初頭におけるもう一つの人口移動の流れ，すなわち黒人人口の北部への移動は，南

北戦争後から1960年代まで一貫して続いていることを知ることができる（後出，表11－13）。

しかしそれが大きな流れへと転換したのは1910年代である。この時期に入って，黒人の北部

への移住者数が飛躍的に増大するだけでなく，それまで主流であった短距離の移動（州内お

よび隣接州への移動）に代って，長距離の移動（南部から遠隔の北部諸州への移動）の比重

が増大したことが重要な特徴としてあげられる（Kennedy；1930，　P且30－31）。別な表i現を

使うならば，1910年代には黒人の移動が一種の‘Ex〔Uus’として発現したことを指摘できる。

それでは何故、奴隷解放後五十年近く経たこの時期に大量の移動が生まれたのか。その理由

を一言で述べるならば，第一次世界大戦が南部においてそれまで潜在的に存在していたブッ

シュの要因に実現の機会を与えたからである。

ブッシュの要因として第一にあげなければならないのは，南部において黒人が置かれてい

る状況である。南北戦争後の南都社会の再建過程の中で，白人と黒人の人種関係は，黒人に

対する全面的な法的・社会的差別として確立していった。例えば法廷・警察における差別待

遇，教育条件の劣悪さ，居住条件・生活条件の劣悪さなどであり，彼らは生活を送りながら

絶えずリソチの恐怖に怯えなければならなかった。当然のことながら黒人の就業は限定され，

白人よりも劣悪な労働条件かつ低い賃金に甘んじなければならなかった。

このような構造に加えて，ユ915年以後数年，南部の棉作地帯は虫害・悪天候などにより大

きな打撃を受けることとなった。南部のブラックペルトの黒人は，解放後もその多くは農業

労働者としてもしくは小作農として棉作に従事しつ父けたが，数年続きの不作は，結局彼ら

に対して経済的打撃を与えることとなった。

ところでこのような状態に置かれているにもかかわらず，逆になぜそれが大規模な移動に

つながらなかったのか。「その答は，北部は黒人達により大きな権利を与えてくれたが，し

かし生活の楓は与えてくれなかったというきびしい現実にある。」（Scott；1920，　pp．16－17）

北部では・急速に工業化が進展し多数の労働力が必要とされたが，しかし黒人たちが就業可

能な未熟練労働は主としてヨーロッパからの移民によって独占されていた。また熟練労働の

分野においては労働組合の壁が立ちはだかっていた。それゆえ，彼らの就業先は北部におい

ては家事サービスに限定されざるを得なかった。

しかし第一次大戦の勃発はこのような状態をすっかり変えてしまう。大戦によりヨーロツ

バからの移民はとだえてしまい，拡大しつつある経済生産に必要な勇働力の供給は不足状態

となってしまう。そればかりか，戦争は移民労働力の引き上げすらうみだしてしまう。その

結果・労働市場において労働力の上昇移動が生じ，野働力不足は未熟練労働の部門に集中す

る。かくして資本家はその供給源を南部の黒人に求めざるを得なくなり，黒人に対しても工

業部門たおける雇用が開かれていったのである。第一派大戦の期間，北部からの黒人労働力

の集団的雇用，新聞などによる宣伝・報道などが呼び水になり，黒人が潜在的に持っていた

．　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
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南部からの脱出願望は実現の可能性を与えられていった。このような脱出者の北部都市への

定着により，北部に関する惜報回路が南部における黒人コミュニティ内部にパーソナルな形

で開けてゆく。かくして，この回路を通じて家族や近隣が北部に引きよせられ，遂にはコミ

ユニティ自体が移住する例も現われるほど移住運動は一種の熱狂を帯びた宗教的Exodus

となっていった。

このような移動の流れは，熱狂力；鎮静したあとも，景気の動向に影響をうけつエも，量的

に減少することなく定着していったのである1軋これは，第一には黒人が大量に未熟練労働

力として北部の都市に定着し黒人社会を形成してゆくことにより，開けた回路は恒久的なも

のとなり，さらには拡大して行ったからであるが，しかし1920年代の移民政策も黒人の移動

には有利に作用したと考えられる。すなわち，1921年の移民法以降のヨーPッパ移民の制限

により，黒人の就業にとって有利な条件は一時的なものとして終らず第一次大戦後も継続し

得たのである。黒人の北への移動は，不況の30年代に幾分縮むものの，第二次大戦は新たな

誘因を産み出し，前に勝る規模での移動が，60年代まで続くのである。

ここで黒人の北部への移動の流れを簡単に押さえるために，人ロセンサスにおける黒人人

ロの推移を眺めて見よう。表7に四地域における黒人人口が掲げてあるが，それを地域的分

布状態から眺めた場合，我々は次のような傾向を知ることができる（表8参照）。第一に，

19世紀を通じて黒人の地域的分布は不変であり，南部にはほy90％の黒人が住みつき，残り

表7　地域別黒人人口　1790－1970 （千人）　　　表8　黒人人口の地域別分布状態　（％）

1合剰北東副中北部1南部匝部 1北東部1中北副南部西部

1790 757 67
一
690 一　　　1790 8．9

一 91．1 一

1800 1，002 83 1 918 一　　　1800 8．3 0．1 91．6 一
1810 1，378 102 7 1，268 一　　　1810 7．4 0．5 92．o 一
1820 1，772 114 18 1，644 一　　　1820 6．4 LO 92．8 一
1830 2β29 125 42 2，162 一　　　1830 5．4 1．8 92．8 一
1840 2，874 142 89 2，642 一一 @　　工840 4．9 3．1 91．9 一
1850 3，639 150 136 3β52 1　　1850 4．1 3．7 92．1 0．0

1860 4，442 156 184 4，097 4　　1860 3．5 4．1 92．2 0．1

1870 4，880 180 273 4，421 6　　　1870 3．7 5．6 90．6 O．1

1880 6，581 229 386 5，954 12　　　1880 3．5 5．9 90．5 0．2

1890 7，489 270 431 6，761 27　　1890 3．6 5．8 go．3 0．4

1900 8，834 385 496 7，923 30　　1900 4．4 5．6 89．7 0．3

1910 9β28 484 543 8，749 51　　19工0 4．9 5．5 89．0 0．5

1920 10，463 679 793 8，912 79　　1920 6．5 7．6 85．2 0．8

1930 11，891 1，147 1，262 9，362 120　　1930 9．6 10．6 78．7 1．0

1940 12，866 1，370 1，420 9，905 171　　　1940 10．6 11．0 77．0 1．3

1950 15，042 2，018 2，228 10，225 571　　1950 13．4 14．8 68．0 3．8

1960a 18，860 3，028 3，446 11，312 1，074　　1950a 16．1 18．3 60．0 5．7

1960b 18β72 3，028 3，446 11β12 1，086　　1960b 16．O 18．3 59．9 5．8

1970 22，581 4β44 4，572 11，970 1，695　　1970 19．2 20．2 53．0 7．5

1790より1q60aまではハワイ，アラスカを含まず。　　　前表より作成。

1960b，1970は両州を含むq（以下同襟）

各年度人ロセソサスより。
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表9　黒人人口の増加率，1870－－1970　　　　　　　　（％）

’合衆劇北東副中北部陣　副西　部
1870一工880 34．9 27．2 41．4 34．7 100．0

1880－1890 13．8 17．9 11．7 13．6 125．0

1890－1900 18．0 42．6 15．1 17．2 11．1

1900－－1910 11．3 ％．7 9．5 10．4 70．O

1910－1920 6．5 40．3 46．0 1．9 54．9

1920－1930 13．6 68．9 59．1 5．0 51．9

1930－1940 8．2 19．4 12．5 5．8 42．5

1940－1950a 16．9 47．3 56．9 3．2 233．9

1950b－1960a 25．4 50．O 54．7 10．6 88．1

1960b－1970 19．7 43．5 32．7 5．8 56．1

表7より作成。

の10％が北部に住んでいた。この分布状態は1920年以降大きく変化してゆく。拍10年代に南

部のシ呂アが5％近く下落したのを皮切りに，センサスごとに数パーセソトのシニア低下が

見られる。そして遂には，1970年の南部のシェアは半分までに減少しまうのである。これに

対してシェアを拡大していったのは北部であり，第二次大戦後はこれに西部が加わる。この

ように全体の構成比から見て黒人の地域的分布は19王0年を境として全く対雛的な動向を見せ

ていることを確認することができる。

以上のような傾向は，各期における人口増加率を地域ごとに比較することでも見出される

（表9）。1910年までは合衆国の黒人増加率と南部の増加率はほとんど差を見せることなく平

行して進んでいるのを知ることができる。北東部においては増加率が1890年より急激に高ま

りつエあるが，しかし南部のシェアが圧倒的に高いために合衆国全体の動向と畜部の動向の

間にはずれが現われていなヤ・。しかし1910年以降は両者の間に明瞭な乖離が現われている。

このように増加率の観察あ上からも，黒人の地域間移動における二つの位相を確認すること

半世紀もの間絶えることなく続くのである。

それでは黒人の移動の過程の中で都市化はどのように進んでいったの洗まず最初に再確

認しておぐべき事は，移動以前においては黒人の大部分は南部に居住し農業に従事していた

と《・う都実である。表10でわかるように1916年までの黒人の都市人口率は13％から27％へと

擁しているカ㍉この数字は合衆国生れの献の都市人・率よりもはるかに偲㌔これ輔

部における農村人ロ率が90－80％ときわめて高いこと，かつ黒人の大部分が南部に集中して

いるからである。大移動が始まったあとの1920年からは両者の差は縮まってゆき，1950年に

は逆転する。もう一」つの顕著な特徴｝劃南部と他の地域との間の鋭い対照である。これは特

に白人と比較する時にはっきりとしてくる。今北東部の都市人口率を，黒人と外国生れ白

人との間で比較すると1870年からユ910年までの間は外国生れ白人の方が高いが1920年には逆

転し両老の差は開いてゆく。かつ外国生れの白人は1930年以隆都市人口率を低下させてゆ

く爪黒人の方はなおも増大し続けてゆく。前者の都市人口率低下はおそらく郊外化の影響

によるものだと思われるカ㍉黒人においては都市集中の傾向の方が強くあらわれているので
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表10都市人口率（黒人），1870－1970　　　　　　　　（％）

匿衆国1北東訓中北糾南　副西　部
1870 13．4 53．9 37．2 10．3 48．3

1880 14．3 62．8 42．5 10．6 50．0

1890 19．7 69．8 55．8 15．3 54．1

1900 22．6 76．8 64．4 17．2 68．0

1910 27．3 81．4 72．7 21．2 78．0

1920 34．O 86．9 83．4 25．2 76．2

1930 43．7 89．0 87．8 31．7 82．7

1940 48．6 go．1 88．8 36．5 82．9

1950a 59．6 91．8 9L5 45．1 79．3

1950b 62．4 94』 93．7 47．8 90．1

1960a 732 95．7 95．7 58．4 93．1

1960b 73．2 95．7 95．7 58．4 92．6

1970 81．3 97．0 97．3 67．4 96．9

1950aまでは旧定義による。1950b以降は新定義。

1960aまではハワイアラスカを含まず。

ある。

黒人は南部においては白人のニグループよりも都市化の遅れたグループであった。大移動

の時期においては南部の農村の黒人が都市へと向う。しかし彼らが昌指す都市はもはや南部

の都市ではなく，北部の大都市である。そしてこのような北部の都市へ向う移動の流れはま

すます大きなものとなってゆく（Pr1ce；1969等を参照）。かくして黒人が脱出していった北

部（および西部）において鳳彼等は最も都市化の進んだグループとなっていうた。1970年

の数字は，南部以外の地域に住む黒人のほとんどすべてが都市居住i者であることを意味して

いる。黒人の北への移動は同時に農村から都市への移動であり，また黒人の都市化は北へ向

うことによって徹底的な実現を見たのである。

4．人口移動と都市化のパターン

これまで我々は主として人ロセソサスによりながら，二つの人ログルーブ（移民グループ

および黒人グループ）の動向について推測を重ねて来た。しかしこれまで明らかになったの

は移動の大まかな方向にしかすぎない。ここで我々は，これまで考察の範囲には含めなかっ

た「合衆国生れの白人（native　white）」も対象として考察し，三グループの移動パターγの

差および都市化バターソの違いについて考えて見たい。

ところ鳩人口移動について鳳全国レベルにわたるファーストハソドのデータは存在し

ていない。しかしながら我々は，ここで取り扱っている期間に関して・二種類の推計値を利

用することができる。第一には，国勢調査局の人ロ調査（Current　PoPulation　Survey）によ

って定期的に行われているもの鳩我々は黒人および白人に関しての純移動数を手に入れる

ことができるが，しかしこのデータが利用できるのは1940年以降である11）。それ以前の時期

に関して鳳クズネッツらの共同研究によるものが合衆国レベルにおいて最も長期的なもの
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表11国内人口移動（純移動）の推計1，　　　　表12人口移動率（純移動率）の推計
工870－1950（突数）　　　　　（千人）　　　　　　　　　1870－1950　　　　　（％）

（1）　総計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛1）　総計

合衆国北東部 中北部 南部 西部 合衆国 北東部 中北部南部 西　部

1870－1880 L874 332 991 1工7 434　　　　　1870－1880 4．9 2．7 7．6 1．0 43．8

1880－1890 3，760 1，408 1，659 一199 892　　　　1880－1890 7．5 9．7 9．6 一1．2 50．5

1890－1900 2，886 1β17 529 一38 578　　　　1890－－1900 4．6 10．4 2．4 一〇．2 18．6

1900－－1910 5，189 2，688 401 ユ7 2，083　　　　　1900－1910 6．8 12．8 王．5 0．1 50．9

1910－1920 2，887 1，298 1，070 一822 1，341　　　　　工910－1920 3．1 5．O 3．6 一2．8 19．6

1920－1930 2，443 1，502 572 一1，499 1，868　　　　　1920－1930 2．3 5．1 1．7 一4．5 21．0

工930一王940 一121 79 一714 一796 1，310　　　　　1930－－1940 一〇．1 0．2 一1．9 一2．1 11．0

王940－1950 974 一113 一576 一1，876 3，539　　　　　1940－1950 O．7 一〇．3 一1．4 一4．5 25．5

②　合衆国生れの白人　　　　　　　　　　　　　｛2）合衆国生れの白人

合衆国 北東部 中北部 南副酬 合衆国 北東部中北部南部西部
工870－1880 一 一366 27 82 256　　　　1870－1880 一 一3．8

0．3 1．1 38．8

1880－1890 一 一227 一44 一284 554　　　　1880－1890 一 一2．o
一〇．3 一2．8 45．6

1890－1900 一
86 一445 一15 372　　　　1890－1900 一

O．7 一2．5 一〇．1 16．9

1900－1910 一 一188 一1，109 一76 1，374　　　　　1900－1910 『 一1．2 一5．1
一〇．5 44．1

1910一工920 一 一170 一143 一565 881　　　　　1910一王920 一
一〇．9 一〇．6 一2．9 16．8

1920－1930 』 一178 一463 一704 1，346　　　　1920－1930 一
一〇．8 一1．6 一3．O 19．0

1930－1940 幅 一工56 一746 一350 1，250　　　　1930－1940 一
一〇．6 一2．3 一1．3 12．9

1940一ユ950 一 一880 一1，297 一645 2，822　　　　1940－1950 一
一3．1 一3．7 一2．1 23．7

（3）外国生れの白人　　　　　　　　　　　　　③外国生れの白人
」

合衆国 北東部 中北部 南部 西一部 合衆国北剃中北部南部1西部

1870－1880 1，876 669 922 108 177　　　　1870－1880 34．1 26．6 39．6 27．3 70．8

1880－1890 3，754 1，582 1，673 163 336　　　　　1880－」－1890 57．2 56．3 57．4 36．9 84．7

1890－1900 2，888 1，603 926 156 203　　　　　1890－1900 31．7 41．4 22．8 29．9 30．2

1900－1910 5，187 2，766 1，446 289 686　　　　　1900－1910 50．8 58．4 34．8 51．4 90．2

1910－1920 2，890 1，257 935 268 430　　　　1910－1920 21．7 18．9 20．0 36．9 33．1

1920－1930 2，魂6 1，270 613 82 481　　　　　1920－－1930 17．8 18．7 13．3 9．7 32．3

1930－－1940 一119 33 一120 一38 6　　1930－1940 ・－ O．9 0．5 一2．8 一4．7 0．3

1940－1950 975 284 94 236 361　　　　　1940一工950 8．5 4．7 2．8 37．7 25．4

（4）黒人 ω黒人

合衆国 北來部 中北部 南部 西部 合衆国 北東部 中北部南部西部
1870－1880 28 43 一71 0　　1870－1880 一 15．6 15．7 一1．6

0．0

1880－－1890 一一 52 28 一80 0　　1880－1890 一 22．6 7．3 一1．3
O．0

1890－1900 127 49 一174 0　　1890－1900 一 47．0 11．4 一2．6 0．0

1900－－1910
一 1U 63 一197 20　　1900－1910 一 28．8 12．7 一2．5 66．2

1910－1920 一 212 280 一525 30　　1910－192⑪ 一 43．8
5王．5 一6．O 59．1

1920－1930 二 409 427 一877 41　　1920－1930 一 60．2 53．8 一9．8 52．1

1930－1940 203 152 一哩07 55　　1930－1940 ユ7．7 12．0 一4，3 45．7

1940－1950 484 625 一1，468 355　　　　　1940－1950
一 35．3 44．0 一14．8 208．1

Eldr三dge＆Thomas；1964より再集計。 移動率は期首人口により埠出。
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として利用できる（Lee　et　aL；195Z　Eldridge＆Thomas；1964）。期間は1870年から1950

年までの80年間にわたっており，合衆国生れ白ん外国生れ白ん黒んこの三グループに

関してデータが得られる12㌔両系列は推計方法が異なるのだから推計結果の一致｝よ保証され

ない。今、両系列が重なる1940－50年の数字を比較して見るなら｝鶉黒人人口では高水準で

の一致が見られる瓜総計では大きな食いちがいがあらわれる。特に北東部では一方では流

出，他方では流入という根本的なくいちがいが現われている。ところで人ロ移動を白人と黒

人とに分けて比較して見るなら威前者の流出，後者の流入という点では一致している1軌

それゆえ数値そのものにあまり大きな信頼を置くわけにはゆかないが、各グループごとの移

動の方向だけは大まかに窺い知ることができるだろう。ここでまず最初に1950年までの各グ

ループの移動の動向について見ることにしよう。

合衆国生れの白ん北東部・中北部・南部のいずれもほ竺一貫して人口を流出させてい

る。この流出人口は最終的には西部へ流れ込んでいる。それゆえ，合衆国生れの白人におい

ては西への人口移動が常に優位を占めていたと考えることができる。

外国生れの白人。合衆国の項に掲げた数字は国外からの純移民数を指すわけである。1930

年までの時期いずれの地域においても外国生れ白人の純移動率はきわめて高い。しかし移

民の地域的分布状態を見るならば移民の純流入数のうち80％近くは北部への流入であった

ことがわかる。1930年代は長期的不況の影響で純流出が生じていることがわかるが，第二次

大戦後再び移民の流入が開始される。しかし今度は南部および西部への純流入数が増加して

表13　国内人口移動（純移動）の推計皿，1940－1980
（1）総計索　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千人）

1合衆劇北東副中北副南　副西　商；
1940－1950 1，342 290 一330 一2，137 3，520

1950－1960 2，537 285 一149 一1，416 3β17

1960－1970 2，199 92 一8go 426 2，570

1970－－1980 一 一2，828 一2，368 3，593 1，601

②白人

1合衆国1北棄部1中北副南　部1西　部
1940－1950 1，522 一173 一948 一538 3，181

1950－1960 2，668 一211 一690 57 3，512

1960－1970 2，284 一520 一一 P，272 1，806 2，269

1970－1980 一
一2．515 一2，252 3β62 1，406

㈲黒人

険衆劇北東副中北部陣　部1西　習；
1940－1950 一180 4日3 618 一1，599 339

1950－1960 一131 496 541 一1，473 305

1960－1970 一85 612 382 一1，380 301

1970－1980 一 一239 一103 209 132

＊1970年までは白人と黒人の合計61970－80年は全人租』

τ工S．、Bureau　of　the　Census；1971，1981
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おり，地域的分布における平等化が生じていることがわかる。

無人。合衆国生れの白入とはパターソ的には逆に，南部から他の三地域への移動が一貫し

ているのがわかる。さらに純流出数および純流出率は1930年代を別にすれば，拡大しつyけ

ていることが判明する。流出した黒人は第二次大戦まではそのほとんどが北部に向っていた

が，戦後は西部へ向う割合が飛躍的に増大した。

それでは1950年以降，これらの集団の移動パターソはどのように変ったか。残念ながらこ

こでは白人と黒人を比較することしかできない。まず白人の方は，1940－50年は三地域から

西部へと人口を流出させていたが，1950年代，南部は人口流入地域へと変る。そして1970年

代に入ると南部は西部よりも多くの人々を流入させ，北部から南部への流れが白人の人口移

動の主調となる。これに対して黒人グループは，1960年代まで多数の人々を流出させ続け

る。流出先としての西部のシェアは1950年以降は拡大せず，北部が2／3以上を確保しつ黛け

ている、しかし1970年代に入ると，急激な方向転換が生じ，北部から南部への移動が最大の

流れとしてあらわれてくる。

ここでこのような人口移動の流れと都市化のパターンとの関係について考察してみよう。

アメリカ合衆国における都市化は一応次のような諸段階をたどっていると考えることができ

る。第一には都市へと人口が集中化する段階，第二には都市の中心から周辺へと人口が分散

してゆく段階が考えられる。前者が19世紀的な都市化の様態であるとすれば，後者は20世紀

の初頭（1920年頃）から明瞭になってゆく郊外化の様態である。この第一および第二の段階

は主として北部の大都市において展開されていったものだと考えることができる。ところ

で，1970年に入ると都市化の新しい展開が見られる。その特質は次の二側面においてとらえ

ることができる。第一には大都市圏そのもの工人口停滞・人口減少，第二には南部における

人口流入および南部の中規模都市圏の急激な成長であるM）。つまり第三の段階においては大

都市圏の戒熟・衰退という局弼と，地域間人口移動の流れの逆転という局面が複合して現わ

れていると考えることができる。

第一段階の集中的都市化に一番大きな貢献をしたグループは言うまでもなく移民系白人で

ある。前記表6にかかげたように，1920年時点において全体の人口において1／3を構成して

いる移民系白人人口が，50万以上の都市においては実に全人ロの2／3を占めており，その集

中率は2倍にも及んでいる。ところで1920年という時点は三つの意味で転i換点に当うていた。

第一に，移民規制により移民系人口がピークから下降へと向う直前であったこと。第二に，

都市への人口集中から郊外への人口分散へと都市化のパターγが変化していったこと。そし

て第三に，南部の襲村から北部の大都市への黒人の大移動が始まった直後であったこと。

ここで郊外化の過程における白人と黒人の人口増加バターソを比較してみよう。表14は

1960年時点で人口規撲が25万人以上の標準大都市圏（SMSA）について，境界を固定させた

ま玉，ユ900年以降1960年までの人口増加率の変化を，人種別および中心市・郊外あ別に表示

したものである15）。この表で見る限り1910年代にはすでに白人と黒人の間には対照的な人口

増加のパターソが現われている。白人人口はより多く郊外へと向うのに対し，黒人は中心市

へと流入してゆく。しかもこのような対照は1930年以降ますます趣立ってゆく．。ここで北東

部に話を限定するなら1950年代には中心布から白人の純流出がすでにおきているにもか玉わ

らず，黒人の流入は50％を越す勢いで進行しているのである。それゆえ郊外化とは白人人口

の郊外化であり，同時期に黒人の中心市集中は速いスピードで進行したのであり，、さらに中
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表14標革大都市圏（SMSA）における人口増加率，1900－1960

ω　SMSA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

19。。一・・191。－2・・92⑪一3・1・93・－4・194H・1蜘一6・

全　人　口 33．5 26．3 28．3 8．7 22．6 26．5

白　　　人 34．3 26．0 26．8 8．0 20．3 23．8

黒　　　人 25．2 35．O 49．2 18．5 48．9 50．2

②中心市
1・9・卜1。・91。－2・1192。－3。1エ93。－4・1・94・－5・i・95。－6・

一
全人　口 37．6 27．9 24．7 5．4 13．5 8．3

白　　　人 37．9 26．9 22．2 3．9 9．3 1．4

黒　　　人 36．4 45．8 57．6 20．？ 52．1 53．0

③郊外
1・9。。一・・1・9・。－2・1192・－3・1・93。－4・1194。一訓・9駒田・

全人　口 26．3 23．1 35．6 14．9 38．2 52．2

白　　　人 27．7 24．2 36．0 工5．2 38．2 52．7

黒　　　人 7．3 12．9 27．1 11．2 37．7 39．1

1960年において人口25万人以上のSMSAにっいて計算。
U．S．　Bureau　of　the　Census；1963より再集計。

心市から人口が温れるようにして黒人の郊外化も遅れて始まっていったのである16）。

第三の段階においてもやはり同じ様な展開の徴候が見える。白人人口はすでに1950年代に

おいて南への純移動を開始していたのであるが，同時」風黒人は北部へ大量の人口を送り出

し，20年遅れて同様のパターソをとり始めるようになったのである。このような遅れは単な

る時間的遅れにと窯まらず常に白人のあとに入りこむしかないという不利な状態に置かれ

ることをも意味する。

都市化とは通鴬農村から多量の人口を都市に引き寄せることにようて生まれてくるプロ

セスである。ところでアメリカ合衆国における都市化は農村の分解・移動が民族および人糧

を横断して実現したところに特異性カミあると同時に，そのことが都市化のプロセスの一断面

を際立たせてくれるように思われる。第一に，巨大都市が成立する19世紀末から20世紀にか

けての移民の圧倒的多数は東欧・南欧の農民であった。そして，第二の供給源となったのは

南部の麗村に滞溜している黒人であった。アメリカの都市化は単なる農村から都市への人口

移動であるだけでなく，以上のような二側面を常に含んでいたのである。急激な都市化はそ

れだけでも社会的・文化的摩擦を引き起こすが，このような特殊性はその摩擦をさらに倍加

させると考えられる。

ところ蔦この二要素は根本的に異なる側面がある。移民はやがては移民でなくなるカ㍉

しかし人種の差異は永続する。1920年という都市化ブ四セスにおける転回点は両集団の運命

そのものの分岐点でもあった。移民の供給はこれ以後，非常に細まり・そのシニアは低下し

てゆく。さらにアメリカの都市への同化とともに彼らの生活も安定してゆき．さらに世代を

重ねるにつれて彼らの郊外化も進んでいったと考えられる17）。黒人は郊外へと移動してゆく
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移民たちのあとへと入り込み，かつそこに滞溜していうたのである。このような遷移のパタ

一ンをとりながら，移民集団そのものが拡散する中で，黒人や後には他の少数民族集団がヨ

一ロッパ移民のあとを継ぎ，郊外化という都市の一般的傾向とは逆に，都市中心部にその人

口を集中させることとなり，これが第二段階の都市化，すなわち郊外化現象のもう一つの側

面を構成することになるのである拗。

註

1）移民統計の様々な問題点については，U．　S．　Bureau　of　the　Ce旦sus；1975，　PP．97－98を参照自

2）．アイルラソド，ドイツは旧移堤グループに，オーストリアは後者に含めてある。また，出身国別

の分頬は長期的に行う時は色々と無理がでてくるが，ポーラソドは一時期両グループに分散してい

る。

3）　しかし同時に割当外移民に関する規定も作られた。アメリカ大陸からの移民はこれ以後割当外と

みなされ，割当法の適用を受けない。Woofter；工933，　pp．36－7。

4）中国人，日本人などは割当を一切与えられなかった。

5）例えば第一優先条項は「台衆国市民の未婚の子供」であり，駄で移民枠の20％までカ：この条項に

より移民を認められる。条項は全部で8項目あるが，大別すれば（1冶衆国市民の親族，②才能・職

業，㈲亡命者，この3つになる。なお，三978年の改正により，束洋と西洋の別の枠立も廃止され両者

合わせて29万人と改正された。戦後の移民政策については，Keely；1982を参照のこと。

6）戦後の移民の構成変化についてはReimer；1981を参照のこと。

7）例えば森；1976，pp．168－－169にかかげてある正mmigrat三〇n　Commissionの調査に明らかに表

われている。

8）外国生れ白人については・85・年よ蝶計がなさ叔いるのでその数宇を見ると・85。年が鎖人天

口の11．5％，1860年が15．4％となっており，1870年一1910年が構成比の上で高原状のピーク｝こなうて

いると考えることができる。第二世代については，構成比の上でも，同一のパターソが20年ずれて現

われている。

9）「都市」に関する人ロセソサスの諸定義に関しては村山；1982を参照。

1の　しかしこのようにして大量に流れ込んだ黒人の存在は，今度は北部の都市内部に緊張をもたらす

こととなる。かくして，1919年7月にはワシソトソで，そあ直後に約束の地シカゴで人獺暴動が勃発

する。もはや熱狂はさめたが，しかし，北部がより大きな権利を与えてくれる限り，無人たちの人口

移動はなおも統く。

1D推計方法は・。mp。・邸t・f・h・・g・m・th。dと呼ばれるが，簡単に言えば，この時鯛の人口の

差から自然増分を引いて移動数を寡出するやり方である。具体的手続きにっいてはShryock＆Sie．

gal；1980，　pp．750－752を参1撮。

12）　この推計はsurvival　rate　meth（｝dによる。すなわち，1コーホートごとに10年間の生存率をかけ

て生存者数の期待依を出し，実際の人口との差から純移動数を推計する方法である。生存率は，人口

セソサス｝こよ』 ｨ出する譜・eet・1・；1957を蜘．なお，本稿ではEld，idg。＆Th。m。，；1964

に掲げてある修正された数値によっている。

13＞生存率法による1940一甜年の白人の純移動数は，合衆国～西部においてそれぞれ975，＿596，＿

1203，－409，3183（単位千人）となっている．

14）　くわしくは村山；1982を参照。

15）「た封し，中心市の境界は固定させていない。

16）1970年代半ば頃に，黒人の中心市への移動率ほ→イナスに変化する。（Nelson；1979）
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17）Burgessの同心円理論は郊外化へと合う都市め拡大を．先駆的に理論化した図式だが，このような

運動の重要な要素となっているのは，移民家族の世代内，世代間上昇移動による郊外化という要因で

ある。（Burgess；1929）

ユ8）Taeuber＆Taeuber；1964におけるシカゴの班究によれば，1930年から1960年までの30年の問，

移民グループの居住隔離指数（segregatio皿㎞dex）は，旧移民・新移民とも縮小の方向へと向って

いるが，逆に黒人の指数は80ときわめて高い水準を維持したま’まセある。さらに，1960年には，無人

と同様に都市内に隔離された集団としてプエルトリコ人が加わうている。

@　　　　　　　　　　　　　　　　1

参　考　文献

村山研一ほ982，「都市化の長期趨勢と都市の構造変容」，『松本平における社会結舎の諸形態とその変

動（中間報告暫）』（信州大学人文学部）

森　呆；1976，『アメリカ資本主義史論』（ミネルヴァ拠湧）

Auerbach，　Frank　L．；1955，1”捌ゴ87ロ”oπ五側3げ”38σ，If’酵45’砒3（Bobbs－Merrl置1）

Bur8ess，　Emest　W．；1929，‘’Urban　Areas”，　T．V．　Smith＆L．　D．　White　led5．），　C海f‘σ80：ん‘

E∫ρεアゴ加8”‘加εo‘∫礎’5c’8”‘ε、配838ロπゐ（Univ．　of　Chicago　Press），　pp．113－138

Carpenter，　Ni！es；1927，∫撹，”’8加”’ε側4　Tハ8fノα8f’みθ”1920（U．　S．　Govemment　Printhlg

0丘ice）

Eldridge，　Hope　T．＆Dorothy　Swain¢Thomas；工964，　Poj嬉」σ”ρπR‘4’5’κδ翼”oπσ，r4　E‘θ，30，π飴

σアo即’〃りoJ．　H1，　Dε摺ρg纐配σ∠4，昭砂3∫3躍14∫”’群ψア召’σ”oπ5（The　America皿Philosophica里

Society｝

Hutch㎞son，　Edward　P．；1949．‘‘Immlgration　Pol二cy　s㎞ce　World　War　I”，丁加ん1”σ’5　voL

262，PP．1…ト21

；1956，1脚1’8擢”’3側dTAθ’アσ〃”4超”，18504950（wi1ey）

Keεly，　Cbarles　B．；ユ982，‘‘Immigration　Policy”，∫”’θアηθ”o’1σ’E”qy‘’o♪ε4f直o∫Pσρ’4’α’fo”

（Free　Press），　pp．309－315

Kemedy，　Louise　V㎝able；1930，　Tみ召jV召8m　P忽詔”’7「∬ノ”5α’ン1〃σ㎡（Columbia　U．　P．）

Lee，　Everett　S．　et　al．；1957，　Poρ躍’ロ’∫o”1～‘ぜ’5’㎡伽’‘o”　偉”4　E‘oπθ”3f‘　σ”紺’乃　”oJJ，1晩’・

肋面Jog’‘π’Coπ㎡d「8翅’‘o”3α”4　R4¢耀πσ8　Tσ西18ε（The　American　Philosophical　Society）

McKen鑑ie，　R．　D．；1928，0r’ε”’な’Exσ’1’3∫o，2〔The　Univ．　of　Chicago　Press）

Nelson，　Kathryn　P．；1979，　Rθ‘甜’5甜伽幼副セ躍fo”qプ別4‘距5（U．　S．　Government　Printi邦g

o伍ce）

Price，　Da皿iel　O．；1969，　C海の謬g∫”8　C〃ロ湘‘’¢㎡3’ゴ‘3げ’み8ハ㎏8κ［P砂π’召’∫o，3（U。　S．　Govern一

ment　Prhlth190丘ice）

Reimers，　David　M．；1981，“Post－World　War　II　Immigration　to　the　United　Sta亡es：America’s

Latest　Newcomers”，　Tみ84朋4’3　voL　454，　pp．1－12

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．qosenblum，　Gerald；1973，∫”捌’8κ”’四b幻を8掴：丁加∫ア∫擢加‘’θπ五，麗㎡σππL切ohR認ゴ‘σ’ゴ3”；

（Basic　Books）

Scott，　Emmett，　J．；19201＞8870ハ西耳剛‘o”ごπ㎡”8’加陥r｛Oxford　U・P・）

Shryock，　Henry　S．＆Jacob　S．　Siega1；1980，丁加ル距’加43σ”4伽’召㎡ロ」3σゾP召那08㎎ρ妙

（プ2ρ．認．｝2vols．（U．　S．　Gov帥払π匹ent　Printh190丘ice）

Ta6uber，　Karl　E．＆Alma　F．　Taeuber；1964，｛‘The　Negro　as　an　Immigraht　Group：Recent

Treロds　1血Raoial　a且d　Ethnic　Segregation　in　Chicago1’，」4／5　voi．69，　pp．374－382



L

78　　　　　　　　　アメリカ合衆国における人口移動と都市化の形態

U，S．　Burea“of　the　Census；1963，σ．　S．σε”5π3げPq餌’σ’∫ρ”1960，　Pα8）r1D　5如”4σ㎡

伽〃oρo’‘’4”ε’σ”ε’飴π’・4祀な∫（U．S．　Govemment　Printing　O丘ice）

；197正，σ梶”8”’POμ4’α’ゴoπ」で8ρo／fρ一25，，10．460，　Pアε’∫〃If”ロ7ッ∬”ずθπθ”3θ’　Eεκ，πな’8ε

｛ゾ5’σ’θ3σ”4Co吻o”例’呼P｛脚’配’伽C加”gε．1960～01970（U．　S，　Govemment　of

Printing　O伍ce）

；1975，」7’5’oノゴσ4ε’6r’∫5’‘‘3　qノ’ゐ8　乙匂ゴ！84　ε’｛7’ε5二Co’o”’σ’　Tfη昭5’0　1970　2vols．

（U．S．　Govern　ment　Prin血90疵ce）

；1981，S’4’ゴ5”‘切」！1δ5！mご’げ’加ひ”f’記5’ロ’83，1981（U．　S．　Gover皿m田t　Printing

0伍ce｝

Wittke，　Car1；1949，“lmmlgration　Policy　Prior　to．World　War　P，7諦εA朋ロ’5　voL　262，　pp．

1－10

Woofter，　T・J・，　Jr・；1933，　R娚34雇E〃餌三σσ”ゆ3　f”孟脚㎡‘ロ”五がε〔McGraw・Hi：正）

@　　．

@　　　　「

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

@　　唱
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　1

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
@　　　　　　　　　　　　　　　　　」
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雫
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

u　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：’

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　囑

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勉　　　　　　　　　　　　　中@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し


